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算数科における学習不振児に対する学力回復と学習意欲改善の取り組み
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A Case Study of Teaching Methods for a Child with Low Scholastic Ability in 
Mathematics: Developing Teaching Materials and Tools
Toshiyuki  KATO
We tried to teach mathematic a girl who was a sixth grader of primary shcool with low scholastic 
ability and low motivation to study for seven months from April to October. We tested her with mathematic 
tests for four months in order to reveal her main problem of low scholastic ability for mathematic and foud 
that she did not understand the decimal system enough. To teach her dicimal system we made teaching 
tools. One was modified japanese calculater, abacus “soroban” to teach decimal notation. Another was a 
set of wood cubes to teach quantity. We made two sort of abacuses. One abacus had sliding nine beads per 
reed, another had empty grooves and free beads. A set of cubes had one inch cubes which means one, one 
inch×one inche×ten inchs sticks which means ten, one inch×ten inchs×ten inchs boards which means 
a handred and a ten inchs cube which means a thousand. She studied the decimal system and quantity with 
this teating tools for last three months. She understand notation and quantity. When our teating session was 
end, she recovered her motivatio to study.




































































　○○市立○○小学校 6 年生　女児　A 児
　小学校 1 年生の時から同校に通う。
　小学校低学年時から学習がふるわず特に 5 年生頃より学習不振の状態が目立つようになった。





　担当者 2　教育系大学の学生　直接指導にあたる。家庭教師として A 児に関与していた。
c）　指導場所
　A 児と同じクラスのクラスメイト B 児の自宅　担当者 2 は A 児と B 児の二人に対して B 児の
自宅で 5 年生 2 学期より家庭教師を行っていたのでその延長としてこの家庭教師の場を利用す
る。ただし A 児と B 児の指導は本報告に関わる部分では分離して別個に行っていた。
d）　指導期間
　○○年 4 月から 10 月
4 . 　指 導 の 経 過
1　診断期ⅰ（4 月～ 6 月）
 ･ 目的
　まず学習不振の現在の状況および躓きを明らかにすることを目的に診断テストを実施する
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 ･ 学力診断の方法
　現状の学力を判定するために，5 年生と 6 年生の既習単元に相当する学力診断が可能な学年別
算数ドリル 5 年生用・6 年生用から基本問題を選んで実施。つぎに多くの学習不振児が躓くこと

























　一桁の加減算はもちろん問題なくできているが，2 桁や 3 桁の計算になると繰り上がり繰り下
がりでのミスが時に現れる。特に間に空位の桁がある減算ときにミスが現れやすい。この時，2
桁上の位の数を 1 減算して当該桁の位へ 10 を直接加算するような操作を行うことが時に見られ
た。たとえば 603 を 5913 とせずに 5013 として演算する。
 ･ 結論
　位取りの方法が十分理解できていない。特に位ごとの数が等価な記号として認識されているよ
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うで，その時々で位を超えて任意に数を移動（いわゆる「借りてくる」）させてもかまわないと
















のそろばんに置いて，下のそろばんの 1 桁目（1 位）の数を上のそろばんの 1 桁目（1 位）に加




















10 個並べて入る紙枠を 4 本作成しそれを 4 列並べて貼り合わせた。これを 1 面として 3 面のそ




べての桁が空である。中のそろばんの 1 桁目（1 位）の数を上のそろばんの 1 桁目（1 位）に加
える。そのとき加えた結果を下のそろばんに示す。一桁のビー玉数が 10 個でいったらそれをす




























2.5㎝のキューブを 1 の単位とした。これを 10 個分縦に並べて 2.5㎝× 2.5㎝× 25㎝の棒を 10 の
単位。これを 10 本らべて 2.5㎝× 25㎝× 25㎝の板状にしたものを 100 の単位。更にこれを 10 枚
重ねて 25㎝× 25㎝× 25㎝の大きなキューブにしたものを 1000 の単位とした。それぞれ必要な
数だけ作成した。しかし 1000 の単位のキューブは 1 個のみ作成した。
 ･ 指導の実際
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　1･2 年生時の担任教師は 2 年間同じ男性教諭で，この子どもにとっては「怖い先生」であった
という。間違えるとすぐに怒られて厳しく注意されることが多々あったという。不登校にはなら
なかったがそのせいで学校へ行くのをいやがることがあったという。3･4 年の時は 2 年間同じ女
性教諭が担任で，この子にとっては親しみやすい「優しい」先生でこの時期は学校へ行くのが楽
しくなっていたという。また分からないところを補習などしてくれたのだそうだ。母親の印象で








己肯定感の育成をも行っている例と言ってよいだろう。しかし本児の 1・2 年と 5・6 年時の環境
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